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説
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オオハマボウと同
おな

じで、海岸
かいがん

の砂
さ

泥地
で い ち

によく生
は

え、 常 緑
じょうりょく

の低木
ていぼく

または小高木
しょうこうぼく

で、高
たか

さ
5-10m 位

くらい
になります。葉

は
は円形

えんけい
または三角形

さんかくけい
でオオハマボウよりは葉先

は さ き
が尖

とが
ります。花

はな
は

はじめは⻩⾊
き い ろ

ですが、のちに 紫 ⾊
むらさきいろ

を帯
お

びてきます。 
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⿅児島
か ご し ま
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おきなわ
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えんけい

 

葉 の 縁
は   ふ ち

 全縁
ぜんえん
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花
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⾊
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